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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信信号から番組を構成する音声データ毎に、当該音声データと同一の内容に係る他の
音声モードの音声データの有無を示す識別子を抽出し、前記識別子に基づいて複数の音声
モードの音声データの存在を検出する検出部と、
　前記音声データを復号する復号部と、
　前記複数の音声モードのうち前記復号部が再生できる音声モードを示す通知情報を出力
する通知部と、
　前記複数の音声モードのうち前記復号部が再生できる音声モードのいずれかを、操作入
力に応じて選択する選択部と、
　を備える受信装置。
【請求項２】
　前記検出部は、前記識別子に所定の番号が記述されているとき、前記他の音声モードの
音声データがないと判定し、前記所定の番号以外の共通の番号が記述されている識別子に
係る音声データを前記複数の音声モードの音声データとして特定する請求項１に記載の受
信装置。
【請求項３】
　受信装置における受信方法であって、
　受信信号から番組を構成する音声データ毎に、当該音声データと同一の内容に係る他の
音声モードの音声データの有無を示す識別子を抽出し、前記識別子に基づいて複数の音声
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モードの音声データの存在を検出する検出過程と、
　前記音声データを復号する復号過程と、
　前記複数の音声モードのうち前記復号過程において再生できる音声モードを示す通知情
報を出力する通知過程と、
　前記複数の音声モードのうち前記復号過程において再生できる音声モードのいずれかを
、操作入力に応じて選択する選択過程と、
　を有する受信方法。
【請求項４】
　受信装置のコンピュータに、
　受信信号から番組を構成する音声データ毎に、当該音声データと同一の内容に係る他の
音声モードの音声データの有無を示す識別子を抽出し、前記識別子に基づいて複数の音声
モードの音声データの存在を検出する検出手順と、
　前記音声データを復号する復号手順と、
　前記複数の音声モードのうち前記復号手順において再生できる音声モードを示す通知情
報を出力する通知手順と、
　前記複数の音声モードのうち前記復号手順において再生できる音声モードのいずれかを
、操作入力に応じて選択する選択手順と、
　を実行させるためのプログラム。
【請求項５】
　請求項４に記載のプログラムを記憶するコンピュータ読み取り可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、受信装置、放送システム、受信方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　放送サービスの高度化の一環として、画質のみならず、音質が高い番組が視聴されるよ
うに、より多くの再生方式の音声を放送することが検討されている。例えば、従来からの
モノラル音声（１．０ｃｈ（ｃｈａｎｎｅｌ））、ステレオ音声（２．０ｃｈ）よりも多
くの音声チャンネルを用いるサラウンド方式（例えば、５．１ｃｈ）が提供されることが
ある。テレビジョン受信装置には、サラウンド方式の音声をそのまま再生することができ
る受信装置もあるが、モノラル音声のみ、またはモノラル音声とステレオ音声しか再生で
きない受信装置もある。サラウンド方式に非対応の受信装置では、サラウンド音声をより
少ない音声チャンネル数の音声データに変換するダウンミックス処理を行うことがある。
ダウンミックス処理は、変換前の音声チャンネルの音声データを、変換後の複数の音声チ
ャンネルのいずれかに振り分ける処理や、変換前の複数の音声チャンネルの音声データを
合成（加算）して変換後の音声チャンネルの音声データを生成する処理を含む。
【０００３】
　次世代テレビジョン放送サービス、例えば、４Ｋ、８Ｋ超高解像度テレビジョン放送（
ＵＨＤＴＶ：Ｕｌｔｒａ　Ｈｉｇｈ　Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｔｅｌｅｖｉｓｉｏｎ）で
は、１つの番組に対し、複数の異なった再生方式の音声や、複数の言語の音声を放送する
サービスであるサイマル放送が予定されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－４８２９９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来の受信装置、例えば、特許文献１に記載の放送受信装置は、必ずし
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も全ての方式の音声データに対応していない。そのため、受信した音声データについてダ
ウンミックス処理を行って、生成した音声データに基づく音声を再生することが考えられ
る。ダウンミックス処理の特性は、処理を実行するデバイス（例えば、（Ｉｎｔｅｇｒａ
ｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）ＩＣチップ）の性能に依存する。そのため、一部の音声チャン
ネルの音声（例えば、スポーツ放送における解説者音声）の選択受聴又は削除を実現でき
ないことや、処理によって雑音や歪の付加などによる品質の劣化といった課題が生じうる
。これらの課題は、番組の制作段階で、受信装置におけるダウンミックス処理を想定して
いないことによる。また、従来の受信装置は、再生能力に関わらず受信した全ての音声チ
ャンネルの音声データについて一旦復号処理を行った後に、再生能力に応じてダウンミッ
クス処理を行うことがあった。特に、サラウンド方式（２２．２ｃｈ）のように音声チャ
ンネル数が多い再生方式では、高度な復号処理能力が要求される他、煩雑なダウンミック
ス処理による品質の劣化が顕著になる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、上記の課題を解決するためになされたものであり、本発明の一態様は、受信
信号から番組を構成する音声データ毎に、当該音声データと同一の内容に係る他の音声モ
ードの音声データの有無を示す識別子を抽出し、前記識別子に基づいて複数の音声モード
の音声データの存在を検出する検出部と、前記音声データを復号する復号部と、前記複数
の音声モードのうち前記復号部が再生できる音声モードを示す通知情報を出力する通知部
と、前記複数の音声モードのうち前記復号部が再生できる音声モードのいずれかを、操作
入力に応じて選択する選択部と、を備える受信装置である。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、受信した複数の方式の音声データの存在をユーザーに気付かせ、再生
可能な方式のうちユーザー所望の方式の音声データに基づく音声を再生することができる
。そのため、合成処理による品質の劣化を伴わずに番組制作者が意図した音声を再生する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】第１の実施形態に係る放送システムの構成を示すブロック図である。
【図２】第１の実施形態に係る送信装置の構成を示すブロック図である。
【図３】ＭＰＴの例を示す図である。
【図４】ＭＨ－音声コンポーネント記述子の例を示す図である。
【図５】コンポーネント種別の例を示す図である。
【図６】ＭＨ－音声コンポーネント記述子の設定例を示す図である。
【図７】第１の実施形態に係る受信装置の構成を示すブロック図である。
【図８】第１の実施形態に係る制御部の構成を示すブロック図である。
【図９】音声再生方式テーブルの例を示す図である。
【図１０】第１の実施形態に係る受信処理を示すフローチャートである。
【図１１】第１の実施形態に係る再生方式判定処理を示すフローチャートである。
【図１２】ＭＨ－ＥＩＴの例を示す図である。
【図１３】第２の実施形態に係る受信処理を示すフローチャートである。
【図１４】第３の実施形態に係る制御部の構成を示すブロック図である。
【図１５】第３の実施形態に係る方式選択ボタンの例を示す図である。
【図１６】第３の実施形態に係る受信処理を示すフローチャートである。
【図１７】第４の実施形態に係る制御部の構成を示すブロック図である。
【図１８】第４の実施形態に係る受信処理を示すフローチャートである。
【図１９】第５の実施形態に係る制御部の構成を示すブロック図である。
【図２０】第５の実施形態に係る方式選択ボタンの例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
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【０００９】
（第１の実施形態）
　本発明の第１の実施形態について、図面を参照しながら説明する。
　図１は、本実施形態に係る放送システム１の構成を示すブロック図である。放送システ
ム１は、送信装置１１と、受信装置３１とを含んで構成される。送信装置１１は、例えば
、放送事業者の放送設備を構成する。受信装置３１は、送信装置１１から放送される放送
番組を受信し、受信した放送番組の映像を表示し、当該放送番組の音声を再生する。受信
装置３１は、例えば、各家庭や事業所等に設置される。
【００１０】
　送信装置１１は、放送番組を表す番組データを、放送伝送路１２を介して受信装置３１
に送信する。番組データは、例えば、音声データと、映像データとを含む。音声データは
、１種類の音声データに限らず、同時に複数の再生方式の音声データを含むことがある。
再生方式とは、再生に係る音声チャンネル数、スピーカの配置を意味し、音声モードと呼
ばれることがある。再生方式は、例えば、ステレオ２ｃｈ、サラウンド５．１ｃｈ、等で
ある。これら複数の再生方式の音声データを１つの番組データで提供するサービスをサイ
マルキャストと呼ぶ。サイマルキャストは、サイマル放送と呼ばれることもある。以下の
説明では、当該サービス自体、又は当該サービスで提供される音声をサイマル音声と呼ぶ
ことがある。
【００１１】
　放送伝送路１２は、送信装置１１が送信する各種のデータを同時に不特定多数の受信装
置３１に一方向的に伝送する伝送路である。放送伝送路１２は、例えば、放送衛星１３で
中継される所定の周波数帯域の電波（放送波）である。放送伝送路１２の一部には、通信
回線、例えば、送信装置１１から電波を送信するための送信設備までの通信回線が含まれ
てもよい。
【００１２】
　受信装置３１は、送信装置１１から放送伝送路１２を介して受信した番組データに基づ
く番組の映像を表示し、当該番組の音声を再生する。受信装置３１は、受信した番組デー
タから複数の方式の音声データの存在、つまりサイマル音声を検出する。また、受信装置
３１は、番組データに含まれる複数の方式のうち、少なくともいずれかの方式の音声デー
タを復号する復号部を有し、複数の方式のうち復号部が処理可能な方式のいずれかを選択
する。受信装置３１は、例えば、テレビジョン受信装置、映像記録装置、等、テレビジョ
ン放送を受信することができる機能を有する電子機器である。
【００１３】
（送信装置の構成）
　次に、本実施形態に係る送信装置１１の構成について説明する。
　図２は、本実施形態に係る送信装置１１の構成を示すブロック図である。送信装置１１
は、番組データ生成部１１１、構成情報生成部１１２、多重化部１１３、暗号化部１１４
及び送信部１１５を含んで構成される。
【００１４】
　番組データ生成部１１１には、放送番組を構成する映像を示す映像データと音声を示す
音声データを取得する。番組データ生成部１１１は、所定の映像符号化方式で符号化され
た映像データを取得する。所定の映像符号化方式は、例えば、ＩＳＯ／ＩＥＣ　２３００
８　ＨＥＶＣ（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ　ｆｏｒ　Ｓｔ
ａｎｄａｒｄｉｚａｔｉｏｎ／Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃａｌ
　Ｃｏｍｍｉｓｉｏｎ　２３００８　Ｐａｒｔ２　Ｈｉｇｈ　Ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ　Ｖ
ｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ、単にＨＥＶＣとも呼ばれる）で規格化された方式である。また
、番組データ生成部１１１は、所定の音声符号化方式で符号化された音声データを取得す
る。所定の音声符号化方式は、例えば、ＩＳＯ／ＩＥＣ　１４４９６　Ｐａｒｔ３（ＭＰ
ＥＧ－４オーディオとも呼ばれる）で規定された音声符号化方式である。番組データ生成
部１１１は、１つの番組において同時に複数の再生方式の音声データを取得することがあ
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る。番組データ生成部１１１は、取得した映像データと音声データから所定の形式の番組
データを生成し、生成した番組データを多重化部１１３に出力する。所定の形式の番組デ
ータは、例えば、ＩＳＯ／ＩＥＣ　２３００８　Ｐａｒｔ１　ＭＭＴ（ＭＰＥＧ　Ｍｅｄ
ｉａ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ、単にＭＭＴとも呼ばれる）で規定されたＭＰＵ（Ｍｅｄｉａ
　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）である。各ＭＰＵには、映像や音声の復号処理を行
うことができる単位の映像データ又は音声データが含まれる。
【００１５】
　構成情報生成部１１２には、放送番組や放送に伴って提供されるサービスを構成するた
めの情報である構成要素情報を取得する。構成要素情報は、放送番組やサービスの構成要
素であるアセットのリストや、それらの諸要件を示す情報、例えば、番組においてマルチ
ビューサービスが存在するか否かを示す情報を含む。アセットとは、番組の構成要素であ
る要素データ、例えば、個々のストリームの音声データ、映像データ、等である。構成情
報生成部１１２は、取得した構成要素情報から所定の形式の構成情報を生成し、生成した
構成情報を多重化部１１３に出力する。所定の形式の構成情報は、例えば、ＭＭＴ－ＳＩ
（ＭＭＴ－Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を構成するＭＰＴ（ＭＭＴ　Ｐａｃ
ｋａｇｅ　Ｔａｂｌｅ）である。ＭＰＴの例については後述する。
【００１６】
　多重化部１１３は、番組データ生成部１１１から入力された番組データ、及び構成情報
生成部１１２から入力された構成情報を多重化して、所定の形式（例えば、ＴＬＶ（Ｔｙ
ｐｅ　Ｌｅｎｇｔｈ　Ｖａｌｕｅ）パケット）の多重化データを生成する。多重化部１１
３は、生成した多重化データを暗号化部１１４に出力する。
　暗号化部１１４は、多重化部１１３から入力された多重化データを所定の暗号化方式（
例えば、ＡＥＳ（Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｅｎｃｒｙｐｔｉｏｎ　Ｓｔａｎｄａｒｄ））を用
いて暗号化する。暗号化部１１４は、暗号化した多重化データを送信部１１５に出力する
。
　送信部１１５は、暗号化部１１４から入力された多重化データを受信装置３１に放送伝
送路１２を介して送信する。ここで、送信部１１５は、ベースバンド信号である多重化デ
ータで所定の搬送周波数を有する搬送波を変調させて、搬送周波数に対応したチャネル帯
域の電波（放送波）をアンテナ（図示せず）により放射する。
【００１７】
（ＭＰＴのデータ構造）
　次に、構成情報に含まれるＭＰＴの例について説明する。
　図３は、ＭＰＴの例を示す図である。図３に示す例では、ＭＰＴは、ＭＰＴ記述子領域
（ＭＰＴ＿ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒｓ＿ｂｙｔｅ）とアセット毎にアセットタイプ（ａｓｓ
ｅｔ＿ｔｙｐｅ）を含む。ＭＰＴ記述子領域（ＭＰＴ＿ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒｓ＿ｂｙｔ
ｅ）は、ＭＰＴの記述子が記述される領域である。構成情報生成部１１２は、ＭＨ－音声
コンポーネント記述子（ＭＨ－Ａｕｄｉｏ＿Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿Ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ
（））を生成する。ＭＨ－音声コンポーネント記述子（ＭＨ－Ａｕｄｉｏ＿Ｃｏｍｐｏｎ
ｅｎｔ＿Ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ（））は、番組を構成する音声データに関するパラメータ
が記述される記述子である。サイマル音声を提供する場合には、構成情報生成部１１２は
、再生方式毎にＭＨ－音声コンポーネント記述子（ＭＨ－Ａｕｄｉｏ＿Ｃｏｍｐｏｎｅｎ
ｔ＿Ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ（））を生成する。構成情報生成部１１２は、生成したＭＨ－
音声コンポーネント記述子（ＭＨ－Ａｕｄｉｏ＿Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿Ｄｅｓｃｒｉｐｔ
ｏｒ（））をＭＰＴ記述子領域（ＭＰＴ＿ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒｓ＿ｂｙｔｅ）に含める
。アセットタイプ（ａｓｓｅｔ＿ｔｙｐｅ）には、アセットの種類を示す符号が記述され
る。構成情報生成部１１２は、アセットタイプ（ａｓｓｅｔ＿ｔｙｐｅ）として、例えば
、ＨＥＶＣで符号化された映像データを示すｈｃｖ１と、ＭＰＥＧ－４オーディオで符号
化された音声データを示すｍｐ４ａを記述する。
【００１８】
（ＭＨ－音声コンポーネント記述子のデータ構造）
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　次に、ＭＨ－音声コンポーネント記述子の例について説明する。
　図４は、ＭＨ－音声コンポーネント記述子の例を示す図である。図４に示す例では、Ｍ
Ｈ－音声コンポーネント記述子（ＭＨ－Ａｕｄｉｏ＿Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿Ｄｅｓｃｒｉ
ｐｔｏｒ（）は、コンポーネント種別（ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿ｔｙｐｅ）、コンポーネン
トタグ（ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿ｔａｇ）、サイマルキャストグループ識別（ｓｉｍｕｌｃ
ａｓｔ＿ｇｒｏｕｐ＿ｔａｇ）及び主コンポーネントフラグ（ｍａｉｎ＿ｃｏｍｐｏｎｅ
ｎｔ＿ｔａｇ）を含む。コンポーネント種別（ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿ｔｙｐｅ）には、再
生方式を示す番号が記述される。コンポーネントタグ（ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿ｔａｇ）に
は、個々の再生方式の音声データのコンポーネントストリームを識別する番号が記述され
る。サイマルキャストグループ識別（ｓｉｍｕｌｃａｓｔ＿ｇｒｏｕｐ＿ｔａｇ）には、
１つのサイマルキャストを行う音声データのグループに属する音声データに対して同一の
番号が記述される。但し、サイマルキャストを行わない音声データについては、特定の符
号‘０ｘＦＦ’が記述される。従って、サイマル音声を提供する場合には、構成情報生成
部１１２は、再生方式間で共通であって、‘０ｘＦＦ’以外の番号をサイマルキャストグ
ループ識別（ｓｉｍｕｌｃａｓｔ＿ｇｒｏｕｐ＿ｔａｇ）に記述する。サイマル音声を提
供しない場合には、構成情報生成部１１２は、‘０ｘＦＦ’をサイマルキャストグループ
識別（ｓｉｍｕｌｃａｓｔ＿ｇｒｏｕｐ＿ｔａｇ）に記述する。主コンポーネントフラグ
（ｍａｉｎ＿ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿ｔａｇ）は、その音声データが主音声であるか否かを
示すフラグである。例えば、主音声として、いかなる受信装置においても再生可能な再生
方式、例えば、シングルモノ１ｃｈ（モノラル１チャンネル）の音声データが主音声とし
て指定されることがある。
【００１９】
（コンポーネント種別の例）
　次に、コンポーネント種別（ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿ｔｙｐｅ）に記述される再生方式に
ついて説明する。
　図５は、コンポーネント種別の例を示す図である。図５には、コンポーネント種別を示
す番号として、‘０ｘ０１’、‘０ｘ０２’、‘０ｘ０３’、‘０ｘ０９’、‘０ｘ０Ｃ
’、‘０ｘ１１’が列挙されている。‘０ｘ０１’、‘０ｘ０２’、‘０ｘ０３’、‘０
ｘ０９’、‘０ｘ０Ｃ’、‘０ｘ１１’は、再生方式としてそれぞれ１／０モード、１／
０＋１／０モード、２／０モード、３／２．１モード、５／２．１モード、３／３／３－
５／２／３－３／０／０．２モードを示す値である。ここで、…／～とは、受聴点を基準
とした再生用スピーカの配置が、前方に…個（…音声チャンネル）であり、後方に～個（
～音声チャンネル）であることを意味する。また、小数点以下の数値は、低域の音声を再
生するための音声チャンネル数を示す。なお、音声チャンネルは、音声の再生単位である
チャンネルを意味し、放送波の周波数帯域を示す放送チャンネルと区別される。従って、
１／０モードは、シングルモノ１ｃｈを示す。１／０＋１／０モードはデュアルモノ１ｃ
ｈ×２を示す。２／０モードは、ステレオ２ｃｈを示す。３／２．１モードは、サラウン
ド５．１ｃｈを示す。５／２．１モードは、サラウンド７．１ｃｈを示す。なお、３／３
／３－５／２／３－３／０／０．２モードは、サラウンド２２．２ｃｈを示す。３／３／
３－５／２／３－３／０／０．２モードの３／３／３とは、スピーカの配置が、受聴点を
基準として上層前方、側方、後方に３個ずつであることを示す。５／２／３とは、スピー
カの配置が、受聴点を基準として中層前方、側方、後方にそれぞれ５、２、３個であるこ
とを示す。３／０／０．２とは、スピーカの配置が、受聴点を基準として下層前方、側方
、後方にそれぞれ５、０、２個であることを示す。但し、下層後方の２チャンネルは、い
ずれも低域の音声を再生するためのチャンネルである。
【００２０】
（ＭＨ－音声コンポーネント記述子の設定例）
　次に、６つの再生方式の音声Ａ１、Ａ１＋１、Ａ２、Ａ５．１、Ａ７．１、Ａ２２．２
からなるサイマル音声が提供される場合を例にして、構成情報生成部１１２による各コン
ポーネントグループの設定例について説明する。
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　図６は、ＭＨ－音声コンポーネント記述子の設定例を示す図である。図６の第１列に示
す例では、音声Ａ１、Ａ１＋１、Ａ２、Ａ５．１、Ａ７．１、Ａ２２．２について、サイ
マルキャストグループ識別（ｓｉｍｕｌｃａｓｔ＿ｇｒｏｕｐ＿ｔａｇ）として共通の番
号‘０ｘ０１’が設定されている。この設定は、これら６つの再生方式でサイマル音声が
提供されることを示す。第２列では、音声Ａ１、Ａ１＋１、Ａ２、Ａ５．１、Ａ７．１、
Ａ２２．２について、それぞれ異なるコンポーネントタグ（ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿ｔａｇ
）‘０ｘ１０’、‘０ｘ１１’、‘０ｘ１２’、‘０ｘ１３’、‘０ｘ１４’、‘０ｘ１
５’が設定されている。この設定により、それぞれの音声データが識別される。第３列で
は、音声Ａ１、Ａ１＋１、Ａ２、Ａ５．１、Ａ７．１、Ａ２２．２について、それぞれ異
なるコンポーネント種別（ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿ｔｙｐｅ）‘０ｘ０１’、‘０ｘ０２’
、‘０ｘ０３’、‘０ｘ０９’、‘０ｘ０Ｃ’、‘０ｘ１１’が設定されている。この設
定は、音声Ａ１、Ａ１＋１、Ａ２、Ａ５．１、Ａ７．１、Ａ２２．２の再生方式が、それ
ぞれシングルモノ１ｃｈ、デュアルモノ１ｃｈ×２、ステレオ２ｃｈ、サラウンド５ｃｈ
、サラウンド７．１ｃｈ、サラウンド２２．２ｃｈであることを示す。第４列は、音声Ａ
１について主コンポーネントフラグ（ｍａｉｎ＿ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿ｆｌａｇ）が‘１
’であり、音声Ａ１＋１、Ａ２、Ａ５．１、Ａ７．１、Ａ２２．２について、主コンポー
ネントフラグ（ｍａｉｎ＿ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿ｆｌａｇ）が‘０’であることを示す。
この設定は、音声Ａ１が主音声であり、音声Ａ１＋１、Ａ２、Ａ５．１、Ａ７．１、Ａ２
２．２が、いずれも副音声であることを示す。
【００２１】
（受信装置の構成）
　次に、受信装置３１の構成について説明する。
　図７は、本実施形態に係る受信装置３１の構成を示すブロック図である。受信装置３１
は、受信部３１１（チューナー）、復号部３１２、分離部３１３、音声復号部３１４、拡
声部３１５、映像復号部３１６、ＧＵＩ合成部３１７、表示部３１８、記憶部３２２、操
作入力部３２３、及び制御部３３１を含んで構成される。
【００２２】
　受信部３１１は、送信装置１１が送信した放送波を、放送伝送路１２を介して受信する
。受信部３１１は、制御部３３１から入力された放送チャンネル信号で指定される放送チ
ャンネルに応じた放送チャンネル帯域を特定する。受信部３１１は、放送波として受信し
た放送チャンネル帯域の受信信号をベースバンド信号である多重化データに復調する。受
信部３１１は、復調した多重化データを復号部３１２に出力する。
　復号部３１２は、受信部３１１から入力された多重化データ（暗号化されている）を、
送信装置１１の暗号化部１１４で用いられた方式に対応する復号方式（例えば、ＡＥＳ）
で復号し、復号した多重化データを生成する。復号部３１２は、生成した多重化データを
分離部３１３に出力する。
【００２３】
　分離部３１３は、復号部３１２から入力された多重化データから番組データ及び構成情
報に分離する。分離部３１３は、構成情報を制御部３３１に出力する。また、分離部３１
３は、番組データから音声データと映像データを抽出する。分離部３１３は、抽出した音
声データを音声復号部３１４に出力し、映像データを映像復号部３１６に出力する。
【００２４】
　音声復号部３１４は、分離部３１３から入力された音声データを、符号化に用いられた
符号化方式（例えば、ＭＰＥＧ－４　オーディオ）と対応する復号方式で復号し、元の音
声データを生成する。復号した音声データは、各時刻における音声のレベルを示すデータ
である。サイマル音声が提供される場合には、音声復号部３１４に複数の再生方式の音声
データが入力され、制御部３３１から方式選択信号が入力されることがある。方式選択信
号は、複数の再生方式の音声のうちのいずれかの音声を指示する信号である。音声復号部
３１４は、所定の複数の再生方式の音声データのうち、自部が処理能力を有する再生方式
であって方式選択信号で指定される再生方式に係る音声データについて復号を行い、元の
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音声データを生成する。音声復号部３１４は、復号した元の音声データを拡声部３１５に
出力する。よって、サイマル音声が提供される場合、方式選択信号で指定された再生方式
の音声が拡声部３１５で再生される。なお、方式選択信号が入力されない場合には、音声
復号部３１４は、主音声に係る元の音声データを拡声部３１５に出力する。
　拡声部３１５は、音声復号部３１４から入力された音声データに基づく音声を再生する
。拡声部３１５は、例えば、スピーカを含んで構成される。拡声部３１５は、少なくとも
所定のチャンネル数に相当する個数のスピーカを含んで構成される。所定のチャンネル数
とは、音声復号部３１４において音声データを処理可能な再生方式で指定されるチャンネ
ル数に相当する。
【００２５】
　映像復号部３１６は、分離部３１３から入力された映像データを、符号化に用いられた
符号化方式（例えば、ＨＥＶＣ）と対応する復号方式で入力された映像データを復号し、
元の映像データを生成する。復号した映像データは、各時刻における映像（フレーム画像
）を形成する信号値を示すデータである。映像復号部３１６は、復号した映像データをＧ
ＵＩ合成部３１７に出力する。
　ＧＵＩ（Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）合成部３１７は、映像
復号部３１６から入力された映像データと、制御部３３１から入力された各種のＧＵＩ画
面データとを合成し、表示用の映像を示す映像データを生成する。ＧＵＩ画面データには
、例えば、放送チャンネルを選択するための選局画面データ、電子番組表（ＥＰＧ：Ｅｌ
ｅｃｔｒｉｃ　Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｇｕｉｄｅ）データ、等がある。
　表示部３１８は、ＧＵＩ合成部３１７から入力された映像データに基づく映像を再生す
る。従って、表示部３１８には、受信した映像データに係る映像にＧＵＩ画面が重畳して
表示される。表示部３１８は、例えば、ディスプレイを含んで構成される。
【００２６】
　記憶部３２２は、各種のデータを記憶する。記憶部３２２は、記憶媒体、例えば、ＨＤ
Ｄ（Ｈａｒｄ－ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）、フラッシュメモリ、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ－ｏｎｌ
ｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）又はそれら
の組み合わせを含んで構成される。
　操作入力部３２３は、ユーザーによる操作入力を受け付けて生成される操作信号を取得
し、取得した操作信号を制御部３３１に出力する。操作信号は、例えば、電源のオン／オ
フを示す信号、放送波のチャネルを示す信号、がある。操作入力部３２３は、例えば、操
作ボタン、リモートコントローラ、携帯端末装置等の電子機器から操作信号を受信する入
力インタフェース、等である。
【００２７】
　制御部３３１は、受信装置３１の種々の動作を制御する。例えば、制御部３３１は、分
離部３１３から入力された構成情報から１つの番組で複数の再生方式の音声データが提供
されるサイマル音声の存在を検出する。また、制御部３３１は、サイマル音声の存在を検
出した場合、複数の再生方式のうち音声復号部３１４において処理可能な再生方式であっ
て最上位の再生方式を選択する。制御部３３１は、選択した再生方式を示す方式選択信号
を音声復号部３１４に出力する。なお、制御部３３１は、操作入力部３２３から入力され
た操作信号に基づいて各種のＧＵＩ画面データを生成し、生成したＧＵＩ画面データをＧ
ＵＩ合成部３１７に出力する。
【００２８】
（制御部の構成）
　次に、本実施形態に係る制御部３３１の構成について説明する。図８は、本実施形態に
係る制御部３３１の構成を示すブロック図である。制御部３３１は、サービス検出部３３
２、方式選択部３３３及び選局部３３４を含んで構成される。
【００２９】
　サービス検出部３３２は、分離部３１３から入力された構成情報からＭＰＴを検出し、
検出したＭＰＴに基づいてサイマル音声が提供されるか否かを判定する。ここで、サービ
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ス検出部３３２は、音声データに係るアセット毎にＭＰＴのＭＰＴ記述子領域（ＭＰＴ＿
ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒｓ＿ｂｙｔｅ）に記述されたＭＨ－音声コンポーネント記述子（Ｍ
Ｈ－Ａｕｄｉｏ＿Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿Ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ（）を参照する。サービス
検出部３３２は、ＭＨ－音声コンポーネント記述子（ＭＨ－Ａｕｄｉｏ＿Ｃｏｍｐｏｎｅ
ｎｔ＿Ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ（）に含まれるサイマルキャストグループ識別（ｓｉｍｕｌ
ｃａｓｔ＿ｇｒｏｕｐ＿ｔａｇ）に記述された番号が、所定の番号‘０ｘＦＦ’以外の番
号である場合、サイマル音声が提供されると判定する。サイマルキャストグループ識別（
ｓｉｍｕｌｃａｓｔ＿ｇｒｏｕｐ＿ｔａｇ）は、当該音声データと同一の内容を異なる方
式で符号化した音声データの有無、つまり、サイマル音声の有無を示す識別子である。サ
イマルキャストグループ識別（ｓｉｍｕｌｃａｓｔ＿ｇｒｏｕｐ＿ｔａｇ）に記述された
番号が、所定の番号‘０ｘＦＦ’である場合には、サービス検出部３３２は、サイマル音
声が提供されないと判定する。
【００３０】
　サービス検出部３３２は、サイマル音声が提供されると判定した場合、サイマルキャス
トグループ識別（ｓｉｍｕｌｃａｓｔ＿ｇｒｏｕｐ＿ｔａｇ）に所定の番号‘０ｘＦＦ’
以外の共通の番号が記述されているＭＨ－音声コンポーネント記述子（ＭＨ－Ａｕｄｉｏ
＿Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿Ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ（）を特定する。サービス検出部３３２は
、特定したＭＨ－音声コンポーネント記述子（ＭＨ－Ａｕｄｉｏ＿Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿
Ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ（）のそれぞれに記述されたコンポーネント種別（ｃｏｍｐｏｎｅ
ｎｔ＿ｔｙｐｅ）、コンポーネントタグ（ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿ｔａｇ）及び主コンポー
ネントフラグ（ｍａｉｎ＿ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿ｔａｇ）にそれぞれ記述された値を読み
取る。サービス検出部３３２は、読み取った値に基づいてコンポーネントタグで指定され
る音声データのストリーム毎に再生方式と、主信号であるか否かと、を特定する。サービ
ス検出部３３２は、ストリーム毎の再生方式を示すサービス情報を方式選択部３３３に出
力する。サービス検出部３３２は、主信号に係るストリームを示す主信号情報を音声復号
部３１４に出力する。
【００３１】
　方式選択部３３３は、サービス検出部３３２から入力されたサービス情報が示すストリ
ーム毎の再生方式のうち、音声復号部３１４が処理能力を有する再生方式のいずれか、例
えば、最も上位の再生方式を選択する。具体的には、方式選択部３３３は、記憶部３２２
に予め記憶した音声処理方式テーブルを参照し、サービス情報が示す再生方式のうち、音
声処理方式テーブルが示す再生方式を特定する。音声処理方式テーブルは、音声復号部３
１４が処理能力を有する再生方式を示すデータである。方式選択部３３３は、特定した再
生方式のうち、最も上位の再生方式を選択する。「上位」とは、高い処理能力が要求され
ること、例えば、音声チャンネル数が多いことを意味する。一般に上位の再生方式の音声
データほどデータ量が多いので原音への再現性が高い。例えば、音声チャンネル数が多い
ほど原音で表現された多様な空間環境を的確に再現することができる。方式選択部３３３
は、選択した再生方式を示す方式選択情報を生成し、生成した方式選択情報を音声復号部
３１４に出力する。よって、音声復号部３１４は、方式選択部３３３が選択した再生方式
で復号した音声データを拡声部３１５に出力する。
【００３２】
　選局部３３４は、操作入力部３２３から入力された操作信号で指定される放送チャンネ
ルを選択し、選択した放送チャンネルを示す放送チャンネル信号を受信部３１１に出力す
る。そのため、選局部３３４は、受信部３１１に対して選択した放送チャンネルに対応し
たチャンネル帯域の放送波を受信させることができる。また、記憶部３２２には、放送チ
ャンネルを選択するための選局画面データを予め記憶しておく。選局部３３４は、選局画
面データを読み取り、読み取った選局画面データをＧＵＩ合成部３１７に出力する。なお
、選局部３３４は、選択した放送チャンネルを示す文字データをＧＵＩ合成部３１７に出
力してもよい。
【００３３】
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（音声再生方式テーブルの例）
　次に、方式選択部３３３が参照する音声再生方式テーブルの例について説明する。
　図９は、音声再生方式テーブルの例を示す図である。音声再生方式テーブルは、音声復
号部３１４が処理能力を有する再生方式を示すコンポーネント種別の番号を表すデータで
ある。図９に示す例では、音声再生方式テーブルは、コンポーネント種別として、‘０ｘ
０１’、‘０ｘ０２’、‘０ｘ０３’、‘０ｘ０９’、‘０ｘ０９’を示す。これにより
、音声復号部３１４が、再生方式としてシングルモノ１ｃｈ、デュアルモノ１ｃｈ×２、
ステレオ２ｃｈ、サラウンド５ｃｈ、サラウンド７．１ｃｈのいずれも処理可能であるこ
とが示される。
【００３４】
（受信処理）
　次に、本実施形態に係る受信処理について説明する。
　図１０は、本実施形態に係る受信処理を示すフローチャートである。
（ステップＳ１０１）受信部３１１は、送信装置１１が送信した放送波を受信し、受信し
た放送波を復調する。復号部３１２は、復調により得られた、暗号化された多重化データ
を復号する。分離部３１３は、復号により得られた多重化データを番組データと構成情報
に分離する。その後、ステップＳ１０２に進む。
（ステップＳ１０２）サービス検出部３３２は、分離された構成情報からＭＰＴを検出し
、検出したＭＰＴを解析することにより放送される番組に複数の再生方式の音声（サイマ
ル音声）があるか否かを判定する。その後、ステップＳ１０３に進む。
【００３５】
（ステップＳ１０３）サイマル音声があると判定された場合（ステップＳ１０３　ＹＥＳ
）、ステップＳ１０４に進む。サイマル音声がないと判定された場合（ステップＳ１０３
　ＮＯ）、ステップＳ１０６に進む。この場合には、ＭＰＴを解析して特定された１つの
再生方式の音声データが復号処理の対象となる。
（ステップＳ１０４）方式選択部３３３は、ＭＰＴを解析して特定された再生方式のうち
、記憶部３２２に予め記憶した音声処理方式テーブルを参照して、音声復号部３１４が処
理能力を有する再生方式を特定し、特定した再生方式のうち最上位の方式を選択する。そ
の後、ステップＳ１０５に進む。
（ステップＳ１０５）方式選択部３３３は、選択した再生方式で音声データを復号すると
決定し、当該再生方式を示す方式選択情報を音声復号部３１４に出力する。その後、ステ
ップＳ１０６に進む。
【００３６】
（ステップＳ１０６）音声復号部３１４は、方式選択部３３３から入力された方式選択情
報で指示される再生方式を用いて符号化された音声データについて復号処理を開始する。
その後、図１０に示す処理を終了する。
【００３７】
（再生方式の判定）
　次に、受信した番組データに含まれる音声データに対する再生方式判定処理について説
明する。以下の再生方式判定処理は、ステップＳ１０２におけるサイマル音声の有無の判
定の際に行われる。
【００３８】
　図１１は、本実施形態に係る再生方式判定処理を示すフローチャートである。
（ステップＳ２０１）サービス検出部３３２は、検出したＭＰＴのＭＰＴ記述子領域（Ｍ
ＰＴ＿ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒｓ＿ｂｙｔｅ）からＭＨ－音声コンポーネント記述子（ＭＨ
－Ａｕｄｉｏ＿Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿Ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ（）を抽出する。その後、ス
テップＳ２０２に進む。
（ステップＳ２０２）サービス検出部３３２は、抽出したＭＨ－音声コンポーネント記述
子（ＭＨ－Ａｕｄｉｏ＿Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿Ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ（）からサイマルキ
ャストグループ識別（ｓｉｍｕｌｃａｓｔ＿ｇｒｏｕｐ＿ｔａｇ）に記述された番号を読
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み取る。その後、ステップＳ２０３に進む。
【００３９】
（ステップＳ２０３）サービス検出部３３２は、読み取った値が所定の値’０ｘＦＦ’で
あるか否かを判定する。値が’０ｘＦＦ’であると判定した場合には（ステップＳ２０３
　ＹＥＳ）、音声データに係る処理対象のアセットについてサイマル音声が提供されない
と判定し、ステップＳ２０５に進む。値が’０ｘＦＦ’ではないと判定した場合には（ス
テップＳ２０３　ＮＯ）、処理対象のアセット（音声データ）についてサイマル音声が提
供されると判定し、ステップＳ２０４に進む。
【００４０】
（ステップＳ２０４）サービス検出部３３２は、処理対象のアセットについてＭＨ－音声
コンポーネント記述子（ＭＨ－Ａｕｄｉｏ＿Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿Ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ
（）からコンポーネント種別（ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿ｔｙｐｅ）とコンポーネントタグ（
ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿ｔａｇ）を読み取る。サービス検出部３３２は、読み取ったコンポ
ーネント種別（ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿ｔｙｐｅ）とコンポーネントタグ（ｃｏｍｐｏｎｅ
ｎｔ＿ｔａｇ）を対応付けて記憶部３２２に記憶（格納）する。これにより、サイマル音
声に係るアセット毎の再生方式が特定される。その後、ステップＳ２０５に進む。
【００４１】
（ステップＳ２０５）サービス検出部３３２は、処理対象のアセットについてＭＨ－音声
コンポーネント記述子（ＭＨ－Ａｕｄｉｏ＿Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿Ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ
（）からコンポーネント種別（ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿ｔｙｐｅ）を読み取る。これにより
、サイマル音声が提供されない場合の再生方式が特定される。その後、ステップＳ２０６
に進む。
【００４２】
（ステップＳ２０６）サービス検出部３３２は、処理対象のアセットが、ＭＰＴに記述さ
れたアセットに係るループの最後か否かを判定する。ループの最後と判定された場合には
（ステップＳ２０６　ＹＥＳ）、図１１に示す処理を終了する。ループの最後ではないと
判定された場合には（ステップＳ２０６　ＮＯ）、処理対象のアセットを次の未処理のア
セットに変更し、ステップＳ２０２に進む。よって、受信した番組データについてサイマ
ル音声が提供されるか否かが判定される。サイマル音声が提供される場合には、提供に係
る複数の再生方式が特定される。サイマル音声が提供されない場合には、受信した１つの
音声データの再生方式が特定される。
【００４３】
　以上に説明したように、本実施形態に係る受信装置３１は、送信装置１１から受信した
構成情報から１つの番組で複数の再生方式の音声データの存在を検出するサービス検出部
３３２と、送信装置１１から受信した音声データを復号する音声復号部３１４を備える。
また、受信装置３１は、複数の再生方式のうち音声復号部３１４が復号可能な再生方式を
選択する方式選択部３３３を備える。
　この構成により、受信装置３１は、受信した複数の再生方式の音声データのうち、いず
れかの方式の音声データに基づく音声を再生することができる。そのため、受信装置３１
は、合成処理による品質の劣化を伴わずに番組制作者が意図した音声を再生することがで
きる。
【００４４】
　また、本実施形態に係る受信装置３１において方式選択部３３３は、音声復号部３１４
が復号可能な再生方式のうち最も処理能力の高い再生方式を選択する。
　この構成により、受信装置３１は、受信した複数の再生方式の音声データのうち、復号
可能であって最も処理能力の高い方式の音声データに基づく音声を再生することができる
。そのため、ユーザーは番組制作者が意図した音声サービスのうち最も原音への再現性が
高い音声サービスを享受することができる。
【００４５】
（第２の実施形態）
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　次に、本発明の第２の実施形態について説明する。上述した説明と同一の構成について
は、同一の符号を付して説明を援用する。　
　受信装置３１は、サービス検出部３３２に代えてサービス検出部３３２ａ（図示せず）
を備える。サービス検出部３３２ａは、ＭＰＴに代えてＭＨ－イベント情報テーブル（Ｍ
Ｈ－ＥＩＴ：ＭＨ－Ｅｖｅｎｔ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔａｂｌｅ）を用いてマルチ
ビューサービスが提供されるか否かを判定する。
【００４６】
　ＭＨ－ＥＩＴは、送信装置１１から受信される構成情報における構成要素の一つであり
、放送される番組の名称、放送日時、等の番組に関する情報を表す。本実施形態では、送
信装置１１の構成情報生成部１１２は、マルチビューサービスを提供する番組（イベント
）について、記述子領域（ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ（））に、ＭＨ－音声コンポーネント記
述子（ＭＨ－Ａｕｄｉｏ＿Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿Ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ（）を記述したＭ
Ｈ－ＥＩＴを生成する。構成情報生成部１１２は、生成したＭＨ－ＥＩＴを含む構成情報
を多重化部１１３に出力する。
【００４７】
　そこで、サービス検出部３３２ａは、ＭＨ－ＥＩＴの記述子領域（ｄｅｓｃｒｉｐｔｏ
ｒ（））にＭＨ－音声コンポーネント記述子（ＭＨ－Ａｕｄｉｏ＿Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿
Ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ（））が記述されているか否かを判定する。当該記述子が記述され
ている場合、サービス検出部３３２ａは、当該記述子（ＭＨ－Ａｕｄｉｏ＿Ｃｏｍｐｏｎ
ｅｎｔ＿Ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ（）を参照し、サービス検出部３３２と同様にサイマル音
声が提供されるか否かを判定する。サイマル音声が提供されると判定した場合、サイマル
キャストグループ識別（ｓｉｍｕｌｃａｓｔ＿ｇｒｏｕｐ＿ｔａｇ）に共通の番号が記述
されているＭＨ－音声コンポーネント記述子（ＭＨ－Ａｕｄｉｏ＿Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿
Ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ（））を特定する。サービス検出部３３２ａは、特定したＭＨ－音
声コンポーネント記述子（ＭＨ－Ａｕｄｉｏ＿Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿Ｄｅｓｃｒｉｐｔｏ
ｒ（））を参照してコンポーネントタグで指定される音声データのストリーム毎に再生方
式と、主信号であるか否かを特定する。サービス検出部３３２ａは、ストリーム毎の再生
方式を示すサービス情報を方式選択部３３３に出力する。サービス検出部３３２ａは、主
信号に係るストリームを示す主信号情報を音声復号部３１４に出力する。
　なお、処理対象のＭＨ－ＥＩＴは、例えば、その時点で放送されている番組に係るＭＨ
－ＥＩＴであってもよいし、受信予約の対象となる番組に係るＭＨ－ＥＩＴであってもよ
い。
【００４８】
（ＭＨ－ＥＩＴのデータ構造）
　次に、構成情報に含まれるＭＨ－ＥＩＴの例について説明する。
　図１２は、ＭＨ－ＥＩＴの例を示す図である。図１２に示す例では、ＭＨ－ＥＩＴは、
イベント（番組）毎に、イベント識別（ｅｖｅｎｔ＿ｉｄ）、開始時刻（ｓｔａｒｔ＿ｔ
ｉｍｅ）、継続時間（ｄｕｒａｔｉｏｎ）及び記述子領域（ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ（））
を含む。イベント識別（ｅｖｅｎｔ＿ｉｄ）には、個々のイベントの識別番号が記述され
る。開始時刻（ｓｔａｒｔ＿ｔｉｍｅ）、継続時間（ｄｕｒａｔｉｏｎ）には、そのイベ
ント（番組）の開始時刻、継続時間がそれぞれ記述される。従って、方式選択部３３３は
、これらの情報を読み取ることにより、番組の開始時刻、終了時刻を知得し、放送状態(
開始前、放送中、終了済) を判定することができる。記述子領域（ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ
（））は、上述したＭＨ－音声コンポーネント記述子（ＭＨ－Ａｕｄｉｏ＿Ｃｏｍｐｏｎ
ｅｎｔ＿Ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ（））が記述される領域である。また、各イベントについ
て、複数の記述子領域（ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ（））が記述可能である。つまり、１つの
番組について音声データの再生方式を指定するＭＨ－音声コンポーネント記述子（ＭＨ－
Ａｕｄｉｏ＿Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿Ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ（））が複数個、例えば、複数
の音声データのストリーム（アセットに相当）のそれぞれについて記述されることがある
。
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【００４９】
（受信処理）
　次に、本実施形態に係る受信処理について説明する。
　図１３は、本実施形態に係る受信処理を示すフローチャートである。本実施形態に係る
受信処理は、ステップＳ１０１、Ｓ１０２ａ、及びＳ１０３－Ｓ１０６を含む。ステップ
Ｓ１０１、及びＳ１０３－Ｓ１０６の処理は、図１０に示すものと同様であるため、それ
らの説明を援用する。
　図１３に示す処理では、ステップＳ１０１の処理が終了した後、ステップＳ１０２ａに
進む。
（ステップＳ１０２ａ）サービス検出部３３２ａは、分離された構成情報からＭＨ－ＥＩ
Ｔを検出し、検出したＭＨ－ＥＩＴを解析することにより放送される番組に複数の再生方
式の音声（サイマル音声）があるか否かを判定する。なお、ＭＨ－ＥＩＴの解析において
、サービス検出部３３２ａは、ＭＰＴに代えてＭＨ－ＥＩＴについて再生方式判定処理（
図１１）を行う。その後、ステップＳ１０３に進む。
【００５０】
　以上に説明したように、本実施形態に係る受信装置３１は、送信装置１１から受信した
構成情報のうちＭＨ－ＥＩＴから１つの番組で複数の再生方式の音声データの存在を検出
するサービス検出部３３２ａと、送信装置１１から受信した音声データを復号する音声復
号部３１４を備える。また、受信装置３１は、複数の再生方式のうち音声復号部３１４が
復号可能な再生方式を選択する方式選択部３３３を備える。
　この構成により、受信装置３１は、受信した複数の再生方式の音声データのうち、いず
れかの再生方式の音声データに基づく音声を再生することができる。そのため、受信装置
３１は、合成処理による品質の劣化を伴わずに番組制作者が意図した音声を再生すること
ができる。また、ＭＨ－ＥＩＴから１つの番組で複数の再生方式の音声データが提供され
るサイマル音声の存在を番組単位で効率的に検出することができる。
【００５１】
（第３の実施形態）
　次に、本発明の第３の実施形態について説明する。上述した説明と同一の構成について
は、同一の符号を付して説明を援用する。
　上述した実施形態に係る受信装置３１の方式選択部３３３は、受信した複数の再生方式
の音声データのうち、最も再生能力の高い再生方式の音声データを選択していたため、必
ずしもユーザー所望の再生方式が選択されるとは限られない。本実施形態では、次に説明
する構成を備えることにより、放送中の番組データに含まれる複数の再生方式の音声デー
タから、ユーザーが所望の方式の音声データを選択できるようにする。
【００５２】
　図１４は、本実施形態に係る制御部３３１の構成を示すブロック図である。本実施形態
に係る受信装置３１の制御部３３１は、方式選択部３３３に代えて方式選択部３３３ｂを
備え、さらにサービス通知部３３５ｂを備える。
　方式選択部３３３ｂは、方式選択部３３３と同様に、記憶部３２２に予め記憶した音声
処理方式テーブルを参照し、サービス検出部３３２から入力されたサービス情報が示す再
生方式のうち、音声復号部３１４が処理能力を有する再生方式を特定する。
　他方、方式選択部３３３ｂには、特定した再生方式のいずれかを示す操作信号が操作入
力部３２３から入力されるとき、入力された操作信号に基づいて再生方式を選択する。方
式選択部３３３ｂは、選択した再生方式を示す方式選択情報を生成し、生成した方式選択
情報を音声復号部３１４に出力する。
【００５３】
　サービス通知部３３５ｂは、操作により再生方式を選択するための方式選択ボタンを示
す方式選択ボタンデータを、記憶部３２２から読み取る。記憶部３２２には、予め方式選
択ボタンデータを記憶しておく。サービス通知部３３５ｂは、方式選択部３３３ｂでサー
ビス情報に基づいて特定された再生方式を示す文字を方式選択ボタンに重ね合わせ、当該
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文字を重ね合わせた方式選択ボタンを示す通知情報をＧＵＩ合成部３１７に出力する。こ
れにより、方式選択ボタンが表示部３１８に表示される。なお、方式選択ボタンの表示開
始から所定の時間（例えば、１分間）、操作入力部３２３から操作信号が入力されない場
合には、サービス通知部３３５ｂは、通知情報の出力を停止する。従って、方式選択ボタ
ンの表示期間が制限されるので、ユーザーによる番組の視聴が妨げられずに済む。
【００５４】
（方式選択ボタン）
　次に、サービス通知部３３５ｂが表示部３１８に表示させる方式選択ボタンの例を示す
。
　図１５は、本実施形態に係る方式選択ボタンの例（方式選択ボタン４１）を示す図であ
る。図１５に示す例では、３種類の再生方式（ステレオ２ｃｈ、サラウンド５．１ｃｈ、
サラウンド７．１ｃｈ）の音声データが処理可能である受信装置３１が、送信装置１１か
ら４種類の再生方式（ステレオ２ｃｈ、サラウンド５．１ｃｈ、サラウンド７．１ｃｈ、
サラウンド２２．２ｃｈ）の音声データを受信した場合を例にする。
【００５５】
　方式選択ボタン４１は、表示部３１８の表示面Ｄの中心部よりも１つの頂点（右上端）
に近接した位置に表示されているボタンである。この位置に方式選択ボタン４１が表示さ
れることで、ユーザーによる番組の視聴が妨害されない。
　方式選択ボタン４１に付された「ステレオ」の文字４２－１、「５．１ｃｈ」の文字４
２－２、及び「７．１ｃｈ」の文字４２－３は、再生方式として、それぞれステレオ２ｃ
ｈ、サラウンド５．１ｃｈ、サラウンド７．１ｃｈが可能であることを示す表示である。
【００５６】
　図１５に示す例では、これらの表示に対する操作入力部３２３による操作が可能である
。例えば、方式選択部３３３ｂは、操作入力部３２３から入力された操作信号が示す位置
を含む表示領域に表示された文字４２－１～４２－３のいずれかに係る再生方式を選択す
る。文字４２－２に重ねて表示されている網掛け部４３は、文字４２－２に係る再生方式
としてサラウンド５．１ｃｈが選択されていることを示す表示である。よって、ユーザー
は、番組で提供される音声について、受信装置３１が処理可能な再生方式のうち所望の再
生方式の音声を選択することができる。なお、方式選択部３３３ｂに操作信号が入力され
ていない場合には、予め定めた処理可能な再生方式、例えば、ＭＨ－音声コンポーネント
記述子（ＭＨ－Ａｕｄｉｏ＿Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿Ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ（））において
主音声と指定された再生方式を選択してもよい。
【００５７】
（受信処理）
　次に、本実施形態に係る受信処理について説明する。
　図１６は、本実施形態に係る受信処理を示すフローチャートである。本実施形態に係る
受信処理は、ステップＳ１０１－Ｓ１０３、Ｓ１０５、Ｓ１０６、及びＳ１１１ｂ－Ｓ１
１６ｂを含む。ステップＳ１０１－Ｓ１０３、Ｓ１０５及びＳ１０６の処理は、図１０に
示すものと同様であるため、それらの説明を援用する。
　図１６に示す処理では、ステップＳ１０３においてサイマル音声があると判定された場
合（ステップＳ１０３　ＹＥＳ）、ステップＳ１１１ｂに進む。サイマル音声がないと判
定された場合（ステップＳ１０３　ＮＯ）、ステップＳ１１６ｂに進む。
【００５８】
（ステップＳ１１１ｂ）方式選択部３３３ｂは、記憶部３２２に予め記憶した音声処理方
式テーブルを参照し、サービス検出部３３２から入力されたサービス情報が示す再生方式
のうち、音声復号部３１４が処理可能な再生方式を特定する。その後、ステップＳ１１２
ｂに進む。
（ステップＳ１１２ｂ）サービス通知部３３５ｂは、方式選択ボタンデータを記憶部３２
２から読み取り、特定された再生方式を示す文字を方式選択ボタンに重ね合わせた方式選
択ボタンを示す通知情報をＧＵＩ合成部３１７に出力する。これにより、方式選択ボタン
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が表示部３１８に表示される。その後、ステップＳ１１３ｂに進む。
【００５９】
（ステップＳ１１３ｂ）方式選択部３３３ｂには、特定した再生方式のいずれかを示す操
作信号が操作入力部３２３から入力されたか否かを判定する。ユーザーによる再生方式の
選択があるか否かが判定される。入力されたと判定された場合には（ステップＳ１１３ｂ
　ＹＥＳ）、入力された操作信号に基づいて再生方式を選択する。その後、ステップＳ１
０５に進む。入力されていないと判定された場合には（ステップＳ１１３ｂ　ＮＯ）、ス
テップＳ１１４ｂに進む。
【００６０】
（ステップＳ１１４ｂ）方式選択部３３３ｂは、方式選択ボタンの表示開始から所定の時
間（例えば、１分間）経過したか否かを判定する。経過したと判定された場合には（ステ
ップＳ１１４ｂ　ＹＥＳ）、方式選択部３３３ｂは、デフォルトの再生方式として上述の
主音声を選択し、ステップＳ１１５ｂに進む。経過していないと判定された場合には（ス
テップＳ１１４ｂ　ＮＯ）、ステップＳ１１３ｂに進む。
（ステップＳ１１５ｂ）サービス通知部３３５ｂは、通知情報の出力を停止する。これに
より、方式選択ボタンが消去される。その後、図１６に示す処理を終了する。
【００６１】
（ステップＳ１１６ｂ）サービス通知部３３５ｂは、ＭＰＴを解析して特定された１つの
再生方式、つまり、ＭＨ－音声コンポーネント記述子（ＭＨ－Ａｕｄｉｏ＿Ｃｏｍｐｏｎ
ｅｎｔ＿Ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ（）に記述されたコンポーネント種別（ｃｏｍｐｏｎｅｎ
ｔ＿ｔｙｐｅ）で指示された再生方式を示す通知情報をＧＵＩ合成部３１７に出力する。
これにより、指示された再生方式が表示される。その後、図１６に示す処理を終了する。
【００６２】
　以上に説明したように、本実施形態に係る受信装置３１は、複数の再生方式のうち音声
復号部３１４が処理可能な再生方式を示す通知情報を出力するサービス通知部３３５ｂを
備え、方式選択部３３３ｂは、操作入力に応じて通知情報により方式選択ボタンとして表
される再生方式のいずれかを選択する。
　この構成により、受信装置３１は、受信した複数の方式の音声データのうち、復号可能
であって操作入力に応じて選択された方式の音声データに基づく音声を再生することがで
きる。そのため、ユーザーは、番組制作者が意図した音声サービスのうち、所望の再生可
能な音声サービスを選択することができる。
【００６３】
　また、本実施形態に係る受信装置３１は、操作入力に応じて放送波を受信する放送チャ
ンネルを選択する選局部３３４を備える。また、サービス検出部３３２は、受信した多重
化データに含まれるＭＰＴから番組を構成する音声データと同一の内容を異なる方式で符
号化した音声データの有無を示す識別子を抽出する。また、サービス検出部３３２は、抽
出した識別子に基づいて複数の方式の音声データの存在を検出する。
　この構成により、選択された放送チャンネルで受信した番組を構成する音声データから
、ユーザーが所望の方式の音声データに基づく音声を再生することができる。
【００６４】
（第４の実施形態）
　次に、本発明の第４の実施形態について説明する。上述した説明と同一の構成について
は、同一の符号を付して説明を援用する。
　本実施形態では、次に説明する構成を備えることにより、受信予約時に受信しようとす
る番組で放送されることになる複数の再生方式の音声データから、ユーザーが所望の方式
の音声データを選択できるようにする。受信予約は、録画予約、視聴予約のいずれであっ
てもよい。
【００６５】
　ここで、送信装置１１の構成情報生成部１１２は、番組の放送予定を示す電子番組表を
表す情報として、上述したＭＨ－ＥＩＴとＭＨ－サービス記述テーブル（ＭＨ－ＳＤＴ：
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ＭＨ－Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　Ｔａｂｌｅ）を生成する。ＭＨ－ＳＤ
Ｔは、編成チャンネル（つまり、個々の放送チャンネル）の名称、放送事業者の名称等の
編成チャンネルに関する情報を示す情報である。構成情報生成部１１２は、生成したＭＨ
－ＥＩＴとＭＨ－ＳＤＴを含む構成情報を、多重化部１１３に出力する。以下に説明する
ように、受信装置３１は、送信装置１１からＭＨ－ＥＩＴとＭＨ－ＳＤＴを受信し、受信
したＭＨ－ＥＩＴとＭＨ－ＳＤＴに基づいてＥＰＧデータを生成する。
【００６６】
　図１７は、本実施形態に係る制御部３３１の構成を示すブロック図である。本実施形態
に係る受信装置３１の制御部３３１は、サービス検出部３３２ａ、方式選択部３３３ｂ、
選局部３３４、及びサービス通知部３３５ｂを備え、さらに受信予約部３３６ｃを備える
。
【００６７】
　受信予約部３３６ｃは、分離部３１３から入力された構成情報からＭＨ－ＳＤＴとＭＨ
－ＥＩＴを抽出し、抽出したＭＨ－ＳＤＴが示す放送チャンネル毎にＭＨ－ＥＩＴが示す
個々の番組の放送時間を特定する。受信予約部３３６ｃは、番組毎に特定した放送チャン
ネルと放送時間を、放送チャンネル毎に放送時間が早い順に配列してＥＰＧを構成する。
受信予約部３３６ｃは、構成したＥＰＧを示すＥＰＧデータを生成し、生成したＥＰＧデ
ータをＧＵＩ合成部３１７に出力する。これにより、表示部３１８には、ＥＰＧが表示さ
れる。
　受信予約部３３６ｃは、ＥＰＧデータが示す番組から、操作入力部３２３から入力され
た操作信号に基づいて、受信予約に係る番組を選択する。受信予約部３３６ｃは、例えば
、操作信号が示す位置が、ＥＰＧ上の表示領域に含まれる番組を選択する。受信予約部３
３６ｃは、選択した番組を示す番組情報をサービス検出部３３２ａに出力する。
【００６８】
　サービス検出部３３２ａは、受信予約部３３６ｃから入力された番組情報が示す番組に
係るＭＨ－ＥＩＴを解析し、当該番組に複数の再生方式の音声があるか否かを判定する。
複数の再生方式の音声データがあると判定された場合、サービス通知部３３５ｂは、複数
の再生方式のうち音声復号部３１４が処理可能な再生方式を示す方式選択ボタンを表示部
３１８に表示させる。方式選択部３３３ｂは、操作入力部３２３から入力された操作信号
に基づいて方式選択ボタンに表示される再生方式のいずれかを選択する。方式選択部３３
３ｂは、選択した再生方式を示す方式選択情報を音声復号部３１４に出力する。
【００６９】
　なお、受信予約部３３６ｃには、操作入力部３２３から当該番組の受信時間として受信
開始時刻と受信終了時刻を指示する操作信号が入力される。受信予約部３３６ｃは、受信
開始時刻において受信開始を指示する受信開始信号を音声復号部３１４及び映像復号部３
１６に出力する。受信予約部３３６ｃは、受信終了時刻において受信終了を指示する受信
終了信号を音声復号部３１４及び映像復号部３１６に出力する。
　よって、音声復号部３１４は、操作入力により指示された受信時間において、選択され
た再生方式を用いて音声データについて復号処理を行い、映像復号部３１６は映像データ
について復号処理を行う。
【００７０】
（受信処理）
　次に、本実施形態に係る受信処理について説明する。
　図１８は、本実施形態に係る受信処理を示すフローチャートである。本実施形態に係る
受信処理は、ステップＳ１０１－Ｓ１０３、Ｓ１０５、Ｓ１１１ｂ－Ｓ１１４ｂ、Ｓ１１
６ｂ、及びＳ１２１ｃ－Ｓ１２４ｃを含む。ステップＳ１０１－Ｓ１０３及びＳ１０５の
処理は、図１０に示すものと同様であり、ステップＳ１１１ｂ－Ｓ１１４ｂ、Ｓ１１６ｂ
、の処理は、図１６に示すものと同様であるため、それらの説明を援用する。
【００７１】
　図１８に示す処理では、ステップＳ１０１の後、ステップＳ１２１ｃに進む。
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（ステップＳ１２１ｃ）受信予約部３３６ｃは、構成情報から抽出したＭＨ－ＳＤＴが示
す放送チャンネル毎にＥＩＴが示す個々の番組の放送時間を特定する。受信予約部３３６
ｃは、番組毎の放送チャンネルと特定した放送時間を、放送チャンネル毎に放送時間の順
序で配列したＥＰＧデータを生成する。受信予約部３３６ｃは、生成したＥＰＧデータを
ＧＵＩ合成部３１７に出力することにより、表示部３１８にＥＰＧを表示させる。その後
、ステップＳ１２２ｃに進む。
（ステップＳ１２２ｃ）受信予約部３３６ｃは、ＥＰＧデータが示す番組から、操作入力
部３２３から入力された操作信号に基づいて受信予約、つまり視聴又は録画予約に係る番
組を選択する。その後、ステップＳ１０２に進む。ステップＳ１０２では、選択された番
組に係るＭＨ－ＥＩＴが解析される。
【００７２】
　ステップＳ１０５もしくはＳ１１６ｂが終了した後、又はステップＳ１１４ｂにおいて
所定の時間経過したと判定された場合（ステップＳ１１４ｂ　ＹＥＳ）、ステップＳ１２
３ｃに進む。この段階では、方式選択部３３３ｂにより再生方式が決定されている。
（ステップＳ１２３ｃ）サービス通知部３３５ｂは、表示部３１８に表示させていた方式
選択ボタンを消去させる。その後、ステップＳ１２４ｃに進む。
（ステップＳ１２４ｃ）音声復号部３１４は、受信予約部３３６ｃで指示された受信開始
時刻において、方式選択部３３３ｂが選択した再生方式を用いて音声データについて復号
処理を開始する。その後、図１８に示す処理を終了する。
【００７３】
　なお、上述では受信予約として視聴予約が指示された場合を例にしたが、録画予約が指
示された場合には、記憶部３２２には、当該番組を示す番組情報と、音声復号部３１４が
復号した音声データと、映像復号部３１６が復号した映像データとを対応付けて記憶され
る。その場合、音声復号部３１４は、復号した音声データを拡声部３１５に出力しなくて
もよいし、映像復号部３１６は復号した映像データをＧＵＩ合成部３１７に出力しなくて
もよい。
【００７４】
　以上に説明したように、本実施形態に係る受信装置３１は、操作入力に応じて放送予定
の番組のうちいずれかの番組の受信を予約する受信予約部３３６ｃを備える。また、サー
ビス検出部３３２ａは、受信したＭＨ－ＥＩＴから放送予定の番組毎の放送時間と、当該
番組を構成する音声データと同一の内容を異なる方式で符号化した音声データの有無を示
す識別子とを含む番組情報を抽出する。また、サービス検出部３３２ａは、当該識別子に
基づいて受信予約部３３６ｃが受信を予約した番組データにおいて複数の方式の音声デー
タの存在を検出する。
　この構成により、選択された番組で受信されることになる複数の方式の音声データのう
ち、いずれかの方式の音声データを記憶又はその音声を再生することができる。そのため
、選択された番組で放送されることになる番組について、音声合成処理による品質の劣化
を伴わずに番組制作者が意図した音声に係る音声データのうち所望の方式の音声データを
記録又はその音声を再生することができる。
【００７５】
（第５の実施形態）
　次に、本発明の第５の実施形態について説明する。上述した説明と同一の構成について
は、同一の符号を付して説明を援用する。
　本実施形態では、次に説明する構成を備えることにより、複数の再生方式及び言語のセ
ットの音声データを示す表示を、所定の言語を他の言語よりも優先して表示部３１８に表
示させる。
【００７６】
　図１９は、本実施形態に係る制御部３３１の構成を示すブロック図である。本実施形態
に係る受信装置３１の制御部３３１は、サービス検出部３３２ｄ、方式選択部３３３ｂ、
選局部３３４、及びサービス通知部３３５ｄを備える。記憶部３２２（図７）には、優先
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度と言語との対応関係を示す優先言語データが予め記憶させておく。優先度とは、その番
組を構成する同一の内容の音声を表現する言語が複数ある場合に、その音声データに係る
表示を他の言語よりも優先して表示させるか否か、もしくは言語間における優先順位を意
味する。例えば、記憶部３２２には、日本語を他の言語（英語、中国語、等）よりも優先
させることを示す優先言語データを記憶させておく。優先言語データとして、受信装置３
１の機能を発揮もしくは調整するための画面表示に用いる言語を示す言語設定データが用
いられてもよい。
【００７７】
　サービス検出部３３２ｄは、上述したようにＭＰＴ又はＭＨ－ＥＩＴに基づいてサイマ
ル音声が提供されるか否かを判定し、音声データのアセット毎に再生方式を特定する。本
実施形態では、サービス検出部３３２ｄは、サイマル音声が提供されると判定した場合に
、アセット毎にその音声を表現する言語を特定する。
　具体的には、サービス検出部３３２ｄは、ＭＰＴ又はＭＨ－ＥＩＴに記述されたＭＨ－
音声コンポーネント記述子（ＭＨ－Ａｕｄｉｏ＿Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿Ｄｅｓｃｒｉｐｔ
ｏｒ（）から言語コード（ＩＳＯ＿６３９＿ｌａｎｇｕａｇｅ＿ｃｏｄｅ）を読み取る。
そして、サービス検出部３３２ｄは、アセット毎に特定した再生方式と言語とのセットを
示すサービス情報をサービス通知部３３５ｂに出力する。
【００７８】
　サービス通知部３３５ｄは、サービス検出部３３２ｄから入力されたサービス情報が示
すアセット毎の再生方式と言語のセットを特定する。サービス通知部３３５ｄは、記憶部
３２２から読み取った優先言語データが示す言語の優先度に応じて、特定したセットの順
序を変更する。例えば、優先言語データが日本語を他の言語よりも優先させることを示す
場合、サービス通知部３３５ｄは、特定したセットのうち、日本語を含むセットを他の言
語を含むセットより先行させる。サービス通知部３３５ｂは、記憶部３２２から方式ボタ
ンデータを読み取る。サービス通知部３３５ｄは、変更した順序に従って、それぞれのセ
ットを示す文字を配列して方式ボタンに重ね合わせる。サービス通知部３３５ｄは、当該
文字を重ね合わせた方式選択ボタンを示す通知情報をＧＵＩ合成部３１７に出力すること
により、当該通知情報が示す方式選択ボタンを表示部３１８に表示させる。
【００７９】
（方式選択ボタン）
　次に、サービス通知部３３５ｄが表示部３１８に表示させる方式選択ボタンの例を示す
。
　図２０は、本実施形態に係る方式選択ボタンの例（方式選択ボタン５１）を示す図であ
る。方式選択ボタン５１は、６つのセット５２－１～５２－６を示し、日本語に係るセッ
ト５２－１～５２－３が、他の言語もしくは言語が設定されていないセット５２－４～５
２－６よりも優先されていることを示す。セット５２－１は、ステレオ２ｃｈによる日本
語の音声、セット５２－２は、サラウンド５．１ｃｈによる日本語の音声、セット５２－
３は、サラウンド７．１ｃｈによる日本語の音声、セット５２－４は、ステレオ２ｃｈに
よる英語の音声をそれぞれ示す。セット５２－５、５２－６では、いずれも言語が指定お
らず、再生方式としてサラウンド５．１ｃｈ、７．１ｃｈがそれぞれ指定されている。セ
ット５２－１～５２－６の表示により、図１５に示す例と同様に、該当するセットに係る
音声データを選択するための操作が可能である。
　このように、受信装置３１において日本語に係るセットが、他の言語に係るセットもし
くは言語の指定がないセットよりも先の順序に配列される。そのため、ユーザーは日本語
に係るセットに関する音声データの選択が促される。
【００８０】
　なお、上述した例では、言語の優先度として、１つの言語である日本語について他の言
語よりも優先させるという２段階の優先度が指定される場合について説明したが、これに
は限られない。優先言語データにおいて複数の言語について３段階以上の優先度が指定さ
れ、サービス通知部３３５ｄがその優先度に応じた順序でアセット毎の再生方式と言語の
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セットを示す文字を配列してもよい。また、言語の指定がないセットについては、サービ
ス通知部３３５ｄは、所定の優先度、例えば、最優先の言語と同一の優先度で当該セット
を示す文字を配列してもよい。また、同一の言語について再生方式が複数種類ある場合に
は、サービス通知部３３５ｄは、より上位の再生方式ほど、当該セットを示す文字を優先
して配列してもよい。
　なお、サービス通知部３３５ｄは、優先度が高いセットほど表示部３１８に対して高い
視認性で表示させてもよい。視認性を高くするために、サービス通知部３３５ｄは、より
大きい文字を用いてもよいし、背景の輝度とのコントラストを強調してもよい。
【００８１】
　以上に説明したように、本実施形態に係る受信装置３１によれば、１つの番組が複数の
再生方式及び言語のセットの音声データを含むとき、サービス通知部３３５ｄは、方式選
択ボタンを示す通知情報として、所定の言語に係るセットを示す文字を、他の言語に係る
セットを示す文字よりも優先してＧＵＩ合成部３１７に出力する。
　この構成により、番組を構成する音声データの複数の方式及び言語のセットのうち、所
定の言語と方式のセットを示す情報が、他の言語と方式のセットを示す情報よりも優先し
て通知される。そのため、ユーザーに対して所定の言語を含むセットに係る音声の選択を
促すことができる。
【００８２】
　なお、本発明は上述した各実施形態に限定されるものではなく、特許請求の範囲に示し
た範囲で種々の変更が可能であり、異なる実施形態にそれぞれ開示された技術的構成を適
宜組み合わせて得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
　また、本発明の各構成要素は、任意に取捨選択することができ、取捨選択した構成を具
備する発明も本発明に含まれるものである。
【００８３】
　例えば、受信装置３１との間で各種のデータが送受信可能であれば拡声部３１５、表示
部３１８が省略されてもよい。また、映像復号部３１６が省略されてもよい。
　受信装置３１において方式選択部３３３は、上位の再生方式として音声チャンネル数が
多い再生方式を選択する場合を例にしたが、これには限られない。例えば、２以上の再生
方式において、音声チャンネル数が同一でサンプリング周波数が異なる場合には、方式選
択部３３３はサンプリング周波数が高い再生方式を選択してもよい。また、２以上の再生
方式において、音声チャンネル数及びサンプリング周波数が同一で量子化精度が異なる場
合には、方式選択部３３３は量子化精度が高い再生方式を選択してもよい。
【００８４】
　サンプリング周波数（ｓａｍｐｌｉｎｇ＿ｒａｔｅ）は、図４に示されるようにＭＨ音
声コンポーネント記述子（ＭＨ－Ａｕｄｉｏ＿Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿Ｄｅｓｃｒｉｐｔｏ
ｒ（））で記載される。量子化精度は、ＭＨ音声コンポーネント記述子（ＭＨ－Ａｕｄｉ
ｏ＿Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿Ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ（））において音質表示（ｑｕａｌｉｔ
ｙ＿ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）として記述される。音質表示（ｑｕａｌｉｔｙ＿ｉｎｄｉｃａ
ｔｏｒ）では、モード１～３のいずれかが指定可能である。モード１～３のうち、モード
１が最も量子化精度が高く、モード１、２、３の順に量子化精度が低くなる。従って、サ
ービス検出部３３２、３３２ａは、ＭＨ音声コンポーネント記述子（ＭＨ－Ａｕｄｉｏ＿
Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿Ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ（））からコンポーネントタグで指定される
音声データのストリーム毎にサンプリング周波数と量子化精度を特定することができる。
【００８５】
　上述した実施形態では、各種のデータを伝送するための伝送方式として、ＭＰＥＧ－Ｈ
で規定されたＭＭＴ（ＭＰＥＧ　Ｍｅｄｉａ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ）によるメディアトラ
ンスポート方式が用いる場合を例にしたが、その他の伝送方式、例えば、ＭＰＥＧ－２　
Ｓｙｓｔｅｍｓで規定された方式が用いられてもよい。また、伝送に係るデータ形式、暗
号化方式、符号化方式も、その伝送方式で規定された形式または方式が用いられてもよい
。
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【００８６】
　また、上述した実施形態における送信装置１１の一部、受信装置３１の一部をコンピュ
ータで実現するようにしてもよい。その場合、この制御機能を実現するためのプログラム
をコンピュータ読み取り可能な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプログラ
ムをコンピュータシステムに読み込ませ、実行することによって実現してもよい。なお、
ここでいう「コンピュータシステム」とは、認識データ伝送装置に内蔵されたコンピュー
タシステムであって、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むものとする。また、「コン
ピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁気ディスク、ＲＯ
Ｍ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵されるハードディスク等の
記憶装置のことをいう。さらに「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、インター
ネット等のネットワークや電話回線等の通信回線を介してプログラムを送信する場合の通
信線のように、短時間、動的にプログラムを保持するもの、その場合のサーバーやクライ
アントとなるコンピュータシステム内部の揮発性メモリのように、一定時間プログラムを
保持しているものも含んでもよい。また上記プログラムは、前述した機能の一部を実現す
るためのものであってもよく、さらに前述した機能をコンピュータシステムにすでに記録
されているプログラムとの組み合わせで実現できるものであってもよい。
【００８７】
　なお、本発明は次の態様でも実施することができる。
（１）受信したデータから１つの番組で複数の方式の音声データの存在を検出する検出部
と、前記音声データを復号する復号部と、前記複数の方式のうち前記復号部が処理可能な
方式を示す通知情報を出力する通知部と、前記複数の方式のうち前記復号部が処理可能な
方式のいずれかを、操作入力に応じて選択する選択部と、を備える受信装置。
【００８８】
（２）操作入力に応じて前記データを受信する放送チャンネルを選択する選局部を備え、
前記検出部は、前記受信したデータから番組を構成する音声データと同一の内容を異なる
方式で符号化した音声データの有無を示す識別子を抽出し、前記識別子に基づいて複数の
方式の音声データの存在を検出し、前記通知部は、前記通知情報を前記番組の放送時間の
少なくとも一部において出力する（１）の受信装置。
【００８９】
（３）操作入力に応じて放送予定の番組のうちいずれかの番組の受信を予約する受信予約
部を備え、前記検出部は、前記受信したデータから前記放送予定の番組毎の放送時間と、
当該番組を構成する音声データと同一の内容を複数の方式で符号化した音声データの存在
を検出する（１）または（２）の受信装置。
【００９０】
（４）データを送信する送信装置と、前記データを受信する受信装置とを備える放送シス
テムであって、前記受信装置は、受信したデータから１つの番組で複数の方式の音声デー
タの存在を検出する検出部と、前記音声データを復号する復号部と、前記複数の方式のう
ち前記復号部が処理可能な方式を示す通知情報を出力する通知部と、前記複数の方式のう
ち前記復号部が処理可能な方式のいずれかを、操作入力に応じて選択する選択部と、を備
える放送システム。
【００９１】
（５）受信装置における受信方法であって、受信したデータから１つの番組で複数の方式
の音声データの存在を検出する検出過程と、前記音声データを復号する復号過程と、前記
複数の方式のうち前記復号過程において処理可能な方式を示す通知情報を出力する通知過
程と、前記複数の方式のうち前記復号過程において処理可能な方式のいずれかを、操作入
力に応じて選択する選択過程と、を有する受信方法。
【００９２】
（６）受信装置のコンピュータに、受信したデータから１つの番組で複数の方式の音声デ
ータの存在を検出する検出手順と、前記音声データを復号する復号手順と、前記複数の方
式のうち前記復号手順において処理可能な方式を示す通知情報を出力する通知手順と、
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　前記複数の方式のうち前記復号手順において処理可能な方式のいずれかを、操作入力に
応じて選択する選択手順と、を実行させるためのプログラム。
【符号の説明】
【００９３】
　１…放送システム、１１…送信装置、１１１…番組データ生成部、１１２…構成情報生
成部、１１３…多重化部、１１４…暗号化部、１１５…送信部、１２…放送伝送路、１３
…放送衛星、３１…受信装置、３１１…受信部、３１２…復号部、３１３…分離部、３１
４…音声復号部、３１５…拡声部、３１６…映像復号部、３１７…ＧＵＩ合成部、３１８
…表示部、３２２…記憶部、３２３…操作入力部、３３１…制御部、３３２、３３２ａ、
３３２ｄ…サービス検出部、３３３、３３３ｂ…方式選択部、３３４…選局部、３３５ｂ
、３３５ｄ…サービス通知部、３３６ｃ…受信予約部

【図１】

【図２】

【図３】
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